
「エコシティたかつ」学校流域プロジェクト　環境学習授業実施報告書

実施日時

実施場所

実施対象

実施内容

１　事前準備

２　実施内容

ヤゴの一部はビオトープに放流、一部は教室・自宅等で飼育も試みる。

見つけた生物 池のビオトープは確認できた生きもの、蝶のビオトープは植えた植物等を記入

●ビオトープ

問題点・気付いた事・その他

　（４）　質疑応答、まとめ。

・ネキトンボ、シオカラトンボ、オオシオカラトンボ

プールのヤゴ救出大作戦

　（３）　救出したヤゴの解説。飼育方法の解説。

　（２）　Ａ班、Ｂ班二つのグループに分かれる。Ａ班は最初にプールに入りヤゴを救出。掬ったヤゴはプール
サイドにあげる。Ｂ班はプールサイドに上げられたヤゴをバケツやに選別。15分後ＡＢは交代。

・プールサイドにバケツ、衣装ケースの準備。
・プールの排水。

　（１）　安全トーク、ビオトープの解説。

2013年6月5日（水）　8：45～11：55

久地小学校プール

３年生（約180名）

・ネキトンボが多く見られたがシオカラトンボやオオシオカラトンボなどの他のトンボも見られた。
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安全説明 採集

仕分け 解説

救出したネキトンボの一部 救出されたシオカラトンボ
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